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2025 年度 東京都済生会中央病院 糖尿病・内分泌内科 
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糖尿病診療 Q & A。第 2版。京都。金芳堂。P.249-255, 2025 年 5 月 
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③国内学会発表 
1. 田中 肇、田中伸一、香月健志、河合俊英。実臨床における 2型糖尿病に対する

チルゼパチド（TZP）の有効性と安全性の検討。第 68回日本糖尿病学会年次学術

集会。岡山。ホテルグランヴィア岡山。2025/5/29 

2. 田中伸一、竹石潤平、田中 肇、香月健志、河合俊英。当院における SGLT2 阻害

薬増量による体組成変化の検討。第 68 回日本糖尿病学会年次学術集会。岡山。

ホテルグランヴィア岡山。2025/5/29 

3. 竹石潤平、田中伸一、前田崇宏、田中 肇、香月健志、河合俊英。当院における

15 年間の経口血糖降下薬の処方傾向：後ろ向き観察研究。第 68回日本糖尿病学

会年次学術集会。岡山。ホテルグランヴィア岡山。2025/5/30 

4. 細川和広、河合俊英。フィネレノン投与症例における尿蛋白，腎機能（eGFR）の

推移。第 68 回日本糖尿病学会年次学術集会。岡山。ホテルグランヴィア岡山。
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5. 前田崇宏、田中 肇、竹石潤平、田中伸一、香月健志、河合俊英。2 型糖尿病と

潰瘍性大腸炎の経過中に急性発症1型糖尿病の発症が示唆された糖尿病性ケトア

シドーシス(DKA)の一例。第 68回日本糖尿病学会年次学術集会。岡山。ホテルグ

ランヴィア岡山。2025/5/30 

6. 近藤 匠、田中伸一、前田崇宏、田倉裕介、田中肇、香月健志、河合俊英。免疫

チェックポイント阻害薬投与後より続発生副腎不全を呈した 1 例。第 705回日本

内科学会関東地方会。東京。東京国際フォーラム。2025/6/14 

7. 土方ふじ子、佐藤和子、柏山和美、香月健志、河合俊英。看護師が行う入院患者

の爪切りについての現状調査。第 31 回全国済生会糖尿病セミナー。横浜。ステ

ーションコンファレンス川崎。2025/8/23 

8. 柏山和美、土方ふじ子、佐藤和子、川崎麻美、木下奈那、香月健志、河合俊英、

田中肇、田中伸一、廣冨優華、遊木一成、前田崇宏。急性期病院における糖尿病

看護特定認定看護師の活動報告。第 31 回全国済生会糖尿病セミナー。横浜。ス

テーションコンファレンス川崎。2025/8/23 

9. 廣冨優華、田中伸一、前田崇宏、遊木一成、田中肇、香月健志、河合俊英。当院

で経験した免疫チェックポイント阻害薬（ICI）投与後に発症した免疫関連有害

事象(irAE)により入院した 11 症例の検討。第 26回日本内分泌学会関東甲信越地

方会。新潟。朱鷺メッセ。2025/9/6 

10. 前田崇宏、田中肇、田中伸一、遊木一成、香月健志、河合俊英。甲状腺クリー

ゼを契機に糖尿病性ケトアシドーシスを発症した海外旅行中の1型糖尿病の1例。

第 26回日本内分泌学会関東甲信越地方会。新潟。朱鷺メッセ。2025/9/6 

11. 山内果歩、田中伸一、前田崇宏、田中 肇、香月健志、河合俊英。HIF-PH 阻害

薬関連中枢性甲状腺機能低下症が疑われた一例。第 35回臨床内分泌代謝 Update。

松本。ホテルブエナビスタ。2025/11/8 

12. 斉藤絵里香、田中 肇、田中伸一、香月健志、河合俊英。ホルモン補充療法に

より肺炎入院が激減した Sheehan症候群の一例。第35回臨床内分泌代謝Update。

松本。ホテルブエナビスタ。2025/11/8 
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13. 伊藤 遥、田中 肇、山内果歩、前田崇宏、田中伸一、遊木一成、香月健志、

河合俊英。アルコール性ケトアシドーシス合併メトホルミン関連乳酸アシドーシ

スを発症した 1 例。第 63 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会。横浜。パシフィ

コ横浜。2026/1/17 

14. 中出理紗子、田中伸一、前田崇宏、遊木一成、田中 肇、香月健志、河合俊英。

メトホルミン内服下でビタミン B12欠乏による巨赤芽球性貧血を生じた 1 例。第

63回日本糖尿病学会関東甲信越地方会。横浜。パシフィコ横浜。2026/1/17 

15. 島津伽奈、遊木一成、田中伸一、田中 肇、香月健志、河合俊英。抗 IA-2 抗体

単独陽性の 1型糖尿病の 1例。第 712回日本内科学会関東地方会。東京。東京国

際フォーラム。2026/3/14 


